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１. はじめに 

干潟を含む沿岸域は生物多様性の場，水質浄化の場としての

重要な役割を持ち，人間が生活をするうえでもその恩恵を受け

ている．しかし，開発の容易さから埋め立てや護岸工事により

減少している 1）．干潟造成での基盤材の確保は，砂採取地点で

の環境破壊が懸念されるため，天然砂に代わり産業副産物やリ

サイクル材の利用が考えられている．一般廃棄物の焼却過程で

排出される溶融スラグも干潟の基盤材への利用が期待できるが

2），海域での利用の知見に乏しい．そこで本研究は，溶融スラグ，

溶融スラグと 5 号珪砂を混ぜた混合砂，礫，5 号珪砂を用いて

水槽実験を実施し間隙水中の T-N と T-P を比較することで，溶

融スラグの干潟造成の基盤材としての水質への影響を検討した. 

 

２. 実験方法 

実験は静岡県の折戸湾に面する東海大学海洋学部臨海実験場で実施し，水槽は実験場内の護岸付近に設置し

た．実験は 3 回実施し各日程は，実験 1 は 2020 年 10 月 19 日～2021 年 1 月 20 日，実験 2 は同年 3 月 1 日～6

月 7 日，実験 3 は同年 7 月 21 日～10 月 21 日である. 

水槽は FRP 製の 200L のものを 8 基設置し, うち本研究では 4 基を使用した．基質には溶融スラグ（エヌエ

スエコサンド○R ），溶融スラグと 5 号珪砂を 1:1 で混合した砂（以下，混合砂），礫，5 号珪砂を用いた．水槽

には基質約 150L（200kg）を投入した．実験回ごとに水槽に入れる基質を入れ替え，前回と同じ種類の基質を

同じ水槽に入れないようにした. 

海水は折戸湾から汲み上げたものを受水槽に供給し，2～3L/min の流量でかけ流し続けた．排水は水槽上部

の排水管からオバーフローで排水した． 

月に 1回受水槽の海水と各水槽の間隙水を下部排水管から約3L採水し, T-NやT-Pを含む水質を分析した． 

 

３. 結果と考察 

３.１. T-N 

図-1 から図-3 に，実験 1 から実験 3 までの T-N の経時変化を示す．多くは受水槽と同等か，それより低い

値を示した．実験 2 では珪砂以外の水槽は受水槽と同等かわずかに低かった．実験 1 と実験 3 では藻類が水槽

内に繁茂し，栄養塩を使用したことにより, 多くの水槽で値が低くなったと考えられ, 特に実験 3 では受水

槽の値を大きく下回った. 3 回の実験の平均値は, 溶融スラグを使用した水槽は礫に次いで低く 0.5mg/L 程度

で，受水槽の半分であった．  

写真- 1 水槽実験の様子 
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３.２. T-P 

図-4 から図-6 に，実験 1 から実験 3 までの T-P の経時変化を示す．T-P は 3 回の実験全てにおいて溶融スラ

グを使用した水槽は，溶融スラグを使用していない水槽よりも高い値を示した．今回使用した溶融スラグには，

主成分である SiO2（37%），CaO（33%），Al2O3（17%）3）などのほかに約 0.2%のリンが含まれている．しかし

2 回目の実験の開始と終了時に溶融スラグ中のリンの含有量を調べたところ変化は見られなかった．3 回の実

験を通して溶融スラグは間隙水中にリンを保持する可能性が認められた. 

４．まとめ 

干潟造成の基盤材に溶融スラグを利用することを目的に，溶融スラグとその他の基質を使った比較実験を 3

回実施し，間隙水中の T-N と T-P を調べた. T-N は溶融スラグを使用した水槽で海水よりも低い傾向にあっ

た．T-P は溶融スラグを使用した水槽で大きな値を示し，実験の前後で溶融スラグ中のリンの含有量が変わら

なかったことから，溶融スラグが間隙水中にリンを保持する可能性が認められた． 
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図- 4 実験 1 の T-P の経時変化 
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図- 6 実験 3 の T-P の経時変化 
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図- 1 実験 1 の T-N の経時変化 
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図- 3 実験 3 の T-N の経時変化 
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図- 2 実験 2 の T-N の経時変化 
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図- 5 実験 2 の T-P の経時変化 
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